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１．業務概要  

 

１．１ 業務目的  

宮城県加美町やくらいサイズ GC 及び、その東側の薬莱山の山麓に計画さ

れている太陽光発電所計画地を対象に、自然災害を対象として地盤リスク抽

出及びリスク評価を行う。  

 

１．２ 業務位置  

業務対象範囲は図 1-1 に示す、やくらいサイズ GC 及び、その東側の薬莱

山の山麓である。  

 

 

図 1-1 業務位置図
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１．３ 業務工期  

工期：2022 年 7 月 12 日～9 月 30 日（現地調査：9 月 1～3 日） 

 

１．４ 業務内容  

業務内容は、①資料調査、②地形判読・リスク抽出、③現地調査、④リス

ク評価からなる。  

 

１．5 業務体制 

会社名：  株式会社環境地質  

所在地：  神奈川県川崎市川崎区貝塚 1-4-15-203 

 

照査技術者：稲垣秀輝  博士（工学）、技術士（総合技術監理・応用

理学・建設・森林部門）、一級土木施工管理

技士、地すべり防止工事士、地盤品質判定

士、潜水士、道路防災総点検技術者、二級ビ

オトープ管理士  

主任技術者：小坂英輝 博士（理学）  

現場代理人：鵜澤貴文 測量士、技術士補（応用理学）   
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２．業務方法  

 

２．１ 資料調査  

地盤リスクにかかわる、地形、地質、土地履歴等を調査するために、表 2-

1 に示す既往資料を収集する。収集資料のうち、地図データは GIS により座

標を管理し、それぞれのデータを重ね合わせられるように整理する。  

 

表 2-1 収集資料の一覧 

  

収集資料
EIA関係資料 提供資料
ドローン成果 提供資料
地形図（基盤地図情報、数値標高モデル） 基盤地図情報ダウンロードサービス （国土地理院）
空中写真 地図・空中写真閲覧サービス （国土地理院）
旧版地形図 謄本交付申請 （国土地理院）
地質図 地質図Navi （産総研地質調査総合センター）
土砂災害警戒区域 国土数値情報ダウンロードサービス （国土交通省）
地すべり分布図 J-SHIS WMS （防災科学技術研究所）
地震動予測地図（30年　震度6弱） J-SHIS WMS （防災科学技術研究所）

（仮称）ＣＳ宮城加美町太陽光発電事業に係る
計画段階環境配慮書

ティーダ・パワー１１０合同会社

 （仮称）ＣＳ宮城やくらい太陽光発電事業 に
係る配慮書作成業務

一般財団法人日本気象協会

やくらいゴルフ場竣工図書 大成建設他

（仮称）やくらいリゾート開発事業に係る環境影
響評価調書（資料編）

積水化学工業株式会社

（仮称）やくらいリゾート開発事業に係る環境影
響評価調書（第1分冊）

積水化学工業株式会社

（仮称）やくらいリゾート開発事業に係る環境影
響評価調書（第2分冊）

積水化学工業株式会社

収集先
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２．２ 地形判読  

２.１で収集したドローン成果、地形図を基図にして、旧版地形図、空中

写真を用いた地形判読を実施し、リスクの抽出等を行う。凡例、判読基準

と関連するリスク例を表 2-2 に示す。調査結果は現地調査結果とともに平

面図にまとめる。  

 

表 2-2 凡例、判読基準とリスク  

  

判読基準 リスク

侵食前線 谷の下刻に関連した最も下位にある遷急線 斜面崩壊

遷急線 侵食前線よりも上位にある遷急線 斜面崩壊

ガリー 溝状の水路地形 土砂流出

崩壊 崩壊で生じた馬蹄形の急斜面
崩壊拡大
隣接斜面の崩壊

崩積土 土砂の堆積地形
崩壊
土石流

地すべり 非変動域とは異なる崖、緩斜面が発達した斜面
地すべり
地すべり末端の崩壊

段差
地すべり内部や滑落崖の背後、侵食前線背後に分
布する小崖

崩壊
地すべり

切土 切土による法面 法面の崩壊

盛土 盛土による法面、盛土範囲
法面の崩壊
盛土のすべり

凡例
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２．３ 現地調査  

（１）踏査  

２.１および２.２の結果を踏まえて、現地調査を実施する。確認する主な

項目を以下に示す。  

①地形地質状況：分水嶺位置や、地質状況等を確認する  

②変状箇所の状況：判読で抽出した変状を確認する  

③法 面 の 状 況：切土、盛土の変状の有無を確認する  

④排水施設状況：排水の状況、構造物の変状を確認する  

⑤調整池の状況：土砂堆積の有無、変状の有無を確認する  

 

調査結果は平面図及び断面図にまとめる。 

 

（２）土層強度検査棒試験  

本工法は従来の斜面調査用簡易貫入試験である簡易動的コーン貫入試験

をより軽量コンパクトにし、急傾斜地での表層の土層調査を簡易に行うこと

を目的とし国立研究法人土木研究所によって開発された工法で、表層土深度

や強度を求めることができる試験機である。土検棒による試験としては、土

検棒貫入試験とベーンコーンせん断試験がある。  

土検棒貫入試験（図 2-1）は、先端コーンつきの細いロッドを人力で静的

に押し込むことにより大まかな土質、土層強度、土層深を簡易に測定する試

験である。  

ベーンコーンせん断試験は、土層内の所定の深度に羽根突きコーン（ベー

ンコーン）を設置し、ロッドの押し込み力と土層のせん断に必要なロッドお

よびベーンコーンの回転トルクを複数の荷重条件で測定することにより原

位置での粘着力と内部摩擦角を測定する試験である（図 2-2）。 

一般に、不安定な表層土は N 値 10 程度以下の土層であり、土検棒の限界

測定深はこの N 値 10 程度までである。また、ベーンコーンせん断試験も、

試料採取して室内一面せん断試験や三軸圧縮試験を行うのに比べて迅速で

経済的な測定ができる。  

盛土部等でその強度を計測し、定性的にその安定度を示す。   
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図 2-1 土層強度検査棒一式 

 

 

 

図 2-2 ベーンコーンせん断試験のデータシート例  

 

２．４ リスク評価  

２.１～２.３の結果から、発電所計画地の地盤リスク評価およびその対応

案を図表として取り纏める。  
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３．業務結果  

 

３．１ 資料調査結果  

1）対象地の地形概要  

対象地の地形空中写真図を図 3-1-1 に示した。また、図 3-1-2 には、地形

概要図を示した。対象地は、西側がほぼ平坦な小起伏面からなるゴルフ場で、

東側が薬莱山の山麓斜面となっている。現状で、地盤リスクに係る著しい斜

面崩壊、地すべり、土石流等の形跡はない。  

2）対象地の地質概要  

対象地の地質概要を図 3-1-3 に示した。図 3-1-3 によると、対象地の西側

のゴルフ場には、新生代鮮新世の泥岩・砂岩からなる小野田層（ Mt；今回の

調査では On）とその上位に新生代第四紀更新世～完新世の火山性岩屑流堆

積物（Vd：今回の調査では Td）が分布していることがわかる。この火山性岩

屑流堆積物は、対象地の南西方に位置する船形山の山体崩壊によって堆積し

た地層で礫混じり土砂を主体としており、大部分はよく締まっており、上部

はやや緩い部分もある。ただし、パネル基礎としては十分な支持力は期待で

きる。  

対象地での東側の薬莱山山麓には、薬莱山を形成する硬い安山岩・火砕岩

（Vp：今回の調査では An）等とその上位に崩積土となる崖錐堆積物（今回の

調査では dt）が被覆しているようである。ゴルフ場の造成時には、多くのボ

ーリング調査や環境調査が行われており、環境や防災に考慮した最小限の造

成工事と効果のある防災工事が行われていると判断できる。対象地の詳細な

地盤構成や地質構造は 4 章で詳しく述べる。  
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図 3-1-1 対象地の地形空中写真図
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図 3-1-2 対象地の地形概要図
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図 3-1-3 対象地の地質概要図
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３．２ 地形判読及び現地調査結果  

対象地周辺の地形判読結果を図 3-2-1 に示した。対象地は新第三紀鮮新世

に大きな火山（Vs）があった箇所で、この火山は鮮新世にカルデラ噴火を起

した。そのカルデラ湖に堆積したのが、小野田層（ On）で泥や砂・礫からな

る。その後第四紀更新世に、カルデラ内で船形火山や薬莱火山（An）が噴火

形成され、船形山の山体崩壊により薬莱山の周辺まで山体崩壊による岩屑流

堆積物（Td）が小野田層の上に堆積し、小起状のある堆積面を作った（対象

地の西側にある現在のゴルフ場）。  

このあと更新世後半には、薬莱山が崩壊し、古期崖錐堆積物（ dt1）が薬

莱山の山麓（対象地の東側）に堆積し、一部地表の侵食も始まる。この時、

ゴルフ場の所では岩屑流堆積面の侵食が始まっている。  

最後に、第四紀完新世に入って、dt1 層の 2 次移動の堆積物（ dt2）が斜面

上に堆積するとともに、地表の侵食も活発となる。ゴルフ場の所では、岩屑

流面の下刻が進行して一部沢が入り込んでくることになる。  

これらの地形・地質発達史を概念的にまとめると図 3-2-2 のとおりとな

る。参考にしていただきたい。  

 



 

12 

 

 

図 3-2-1 対象地周辺の地形判読と地質図
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図 3-2-2 対象地周辺の地形・地質発達史   
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次に、対象地の地形判読と現地調査結果平面図を図 3-2-3 に示した。また、

図 3-2-4（1）～（4）に対象地の地質断面図を示した。また、表 3-2-1 には

対象地の地質構成表を示した。対象地は、西側のゴルフ場と東側の薬莱山山

麓斜面からなる。  

1）西側ゴルフ場  

西側ゴルフ場では、下位よりよく締まった泥岩や砂岩からなる小野田層

（On）がほぼ水平に分布し、その上位に礫混じり土砂からなる岩屑流堆積物

（Td）がほぼ水平に堆積している。  

地質構造は、W1，W2 断面図のとおりであり、標高 240m 前後を境に下方に

N 値 50 以上の小野田層（ On）と上方に岩屑流堆積物（ Td）が分布している。

したがって、用地の土木施設の基礎地盤は、ほぼ岩屑流堆積物と考えてよい。

この岩屑流堆積物は、その構成物や締まり具合から Td1～Td3 に分けられ、

Td1 はよく締まった礫質土で岩屑流の主体となっていて N 値は 50 以上であ

る。Td2 は N 値 50 前後で Td1 の上位に分布している。Td3 は Td2 の上位に分

布し、N 値は 10 前後の Td1～2 の 2 次堆積物と考えられる。地下水はほぼ

Td2 と Td3 の境界付近に分布している。北から沢が入り込んでいて、岩屑流

面との間に侵食前線を形成しており、渓床には薄く渓床堆積物（ ag）が分布

している。  

沢が入り込んでいる所や、その延長では W1～W6 および W9 の調整池が作ら

れている。  

2）東側薬莱山麓斜面  

東側薬莱山麓斜面は、未造成の斜面で、中央に道路が南北に走っている。

対象地の斜面には、上位より N 値 10～20 の 2 次崖錐堆積物（ dt2）が部分的

に位置しており、その下位に N 地 50 以上の古い崖錐堆積物（ dt1）が厚く分

布している。その下位には、硬い安山岩（An）が位置している。このため主

として、施設基礎地盤は dt1 となる。なお、ゴルフ場に近い緩斜面には、dt1

の下に Td1 と On が分布している。  

3）土層強度検査棒による試験結果  

土層強度検査棒による試験結果は、表 3-2-2 および図 3-2-5 に示した。  

表 3-2-2 による考察は 4 章で述べる。   
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表 3-2-1 対象地の地質構成表 
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図 3-2-3 対象地の地形判読・現地調査結果平面図  
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図 3-2-4（1） ゴルフ場南北方向地質断面図（ W1）
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図 3-2-4（2） ゴルフ場東西方向地質断面図（ W2）


